
水稲乾田直播栽培に関する研究

第　1　報　播種期について

阿部秀男・鈴木英男

1　緒 言

　水稲直播栽培は戦後麦間直播を中心に試験研究が実

施され，本県でも昭和17年より昭和27年まで品種等を

中心に試験研究が行なわれたが，一般には雑草の発生

ケラの被害，発芽むら等による補植に労力を要するな

どのために，余りその普及を見ずして衰退した。

　戦後人口増加により米の増産が重要視され，昭和28

年より水稲早期栽培の研究が進められ，これが革新技

術として普及されて以来，米の収量増加が目立ってき

た。そして結局は集約的栽培が行なわれてきた。

　近年経済の高度生長のために，農村労働力の他産業

への移行が目立って多くなり，田植時の労賃は年毎に

値上りを示し容易に人手が得られなくなり，省力技術

が経営合理化の面から強く要望されてきたので、再び

水稲直播栽培が新しい観点から検討されてきた。他方

除草剤，農薬，農業機械等の開発利用により直播栽培

を一層有利にした。

　乾田直播栽培の播種期は，その地方の気象条件や品

種，前作の関係，労力などによっていちぢるしく異な

るが，稲の生育期の出発点であって，その遅速は生育

収量にすこぶる関係を有している。

　一般に水稲の種子が発芽するためには10℃以上の温

度が必要といわれており、理論的には発芽温度に達す

れば播種してよいわけである。

　出芽苗立を安定にし雑草防除，作付体系，機械化作

業体系を組立て経営の合理化の上からも播種適期を知

ることが必要である。

　かかる意味から本研究を進め1961～1962年において

検討し一応の結論を得たのでその結果を報告する。

Ⅱ　試験方法

1　試験年次　1961～1962

2　試験圃場　栃木農試本場水田，洪積層埴壌土，比

　較的排水良好
3　耕種概要　12月中旬ロータリー耕で耕深15㎝に耕

　起，砕土を行ない，均平はテイラーにスパイタハ

　ローで行なった。播種密度は畦巾30㎝，株間3㎝

　　1株3粒播，3葉期に1本立（㎡当り111株）施

　肥量はa当りN，P205，K20各1，05kgを化成肥

　料（4，10，10）で用い堆肥75kgでP205，K20

　は播肥に，Nは25％は播肥，50％入水時，25％穂

　肥に施した。1962年は三要素1．27kgを使用した他

　前年に同じ。

4　一区面積及区制　一区　17㎡　2連制

5　試験区の構成

　　コシヒカリ（早生）及びクサブエ（中生）を用

　い，播種期を1961年は4月1日から5月20日に10

　　日間隔に6回，1962年は前年に加え6月18日まで

　　9回で実施した。

Ⅲ　試験経過概要

　1961は発芽及びその後の生育は良好に組過したが，

入水後（4～5葉期入水）3週間頃茎葉黄変した。梅雨

のため徒長軟弱の生育を示したので間断かんがい，中

干しを行なった。コシヒカリに倒伏がみられた他は障

害はなかった。

　1962は6月の晩播が過湿のため発芽が劣ったこと

と，6月18日の降電により茎葉の裂傷切損をうけた

が，その後の好天候により回復した他は，前年とほぼ

同様であった。

Ⅳ試験結果
1　地下水及ぴ土壌水分

　地下水位は4月下旬～5月中旬は45～25cmであっ

たが，入水以降8月下旬までは5～10㎝であった。

土壌水分は第1図に示すごとく播種後5月中旬頃ま

では48％前後が以降は50％以上となった・地下10cm

は地下5㎝より1～1.5％高いことが認められた。

2　出芽，苗立ち

　出芽及び成苗歩合は第1表に示すごとく4月1日，

10日の早播はやや劣り4月20日後とくに5月3O日播

は良好であったが，6月8日，18日の播種は梅雨期

の降雨のために発芽不良であった。

　播種より出芽までの日数は4月1日播は4週間余，

4月20播は約5週間，6月8日播は約1週間で早播

き程出芽に長期間を要した、
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3出穂，成熟
　コシヒカリは4月ろ0日まで，クサブエは5月10日

までの播腫期では出穂期の差が小さく，成熟期も，

ほぼ同様な結果であった。

　生育日数は晩播になるほど短かく6月18日播では
4月1日播より約2ケ月も短縮された。

第2表生育調査
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これを積算温度で求めると4月1日播は400。C，4

月20播は5000C，6月8日播は140Coで早期程大で

あることが認められた・
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4　生育調　査
　　早播の草丈は初期の生育が緩漫であるが茎数は比

　較的多く，最高分けつ期は4月20日～5月10日播は

　7月5日，4月1日，10日頃と推定され，4月50日

　播は最多茎数を示した。

5　収量構成要素

　　第4表に示すごとく桿長は5月20日播までは差が

　少なく，以後短かくなるが穂長は大差なかった。

　㎡当り穂数はコシヒヵリは大差なく，タサブエは早

　播はやや減少した。㎡当り頴花数は早播程多く晩播

　は減じた。登熟歩合は晩播は低下した。

6　収　　　　量

　　第4表に示すごとく1961年はコシヒカリ，クサブ

　エともに4月1日～4月20日播は収量差が少なく高

　収を示した。出穂後の好天候の1962年はコシヒヵリ

　は4月～5月10日播まで，クサブエは4月～5月20

臼播まで収量差少なく高収を示した。

　　第5表　登　熟　歩　合

　　1　　コシヒカリ

番号擁期灘総繍鉛
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V　考 察

　乾田直播栽培では播種期によって出芽までの期問差

が大きい。つまり早播したばあい出芽日数を多く要し

且つ出芽苗立の劣るのは温度の不足や土壌の乾燥や，

あるいは降雨による固結などが影響するものと考えら

れる。

　出芽は5月中下旬播種が比較的良好であるのは適温

と土壌水分の適湿のためと考えられ，6月播腫の出芽
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不良は梅雨期の降雨日数が多いためや，移植隣接田か

らの滲透水により過湿となるため腐敗籾の発生を多く

し苗立ち不安定になるものと推察される。

　森谷氏は乾田直播の幼芽伸長は覆土下の生長点で行

なわれるもので，この辺の地温は気温に影響されると

ころ大きく覆土表層の受熱放熱の関係には土壌の性質

や含水量などに差を生じてくることはありうるが気温

が第1であることを報じ，且つ平均気温15。C以上で積

算温度が240。Cが発芽の有効積算といわれている。

　播種期による出穂期は4月1日～4月50日播までは

大差ないのは早播しても出芽が比例式に早まらないた

めと考えられる。

　収量構成要素は㎡当り穂数，穂長は播腫時期では大

差ないが〆当り頴花数は播種期がおくれることによっ

て減少するものと考えられた。

　収量は1961年は収量差は少ないけれども，がいして

4月1し日～4月20日播が高く平均気温で求めるとZ～

140C（地温150C内外）であり，1962年は稀にみる

高温年次で4月～5月20日播が高収を示し平均気温で

は15～150C（地温150C内外）であることから，高

温年次には播種期の巾は比較的拡大されるものと思料

される。

　なお機械化による負担面積の拡大をはかることは重

要であり，適期巾の拡大試験については後口報告する

予定である。

琢　摘 要

1　乾田直播栽培の播種適期を知るため1961～1962年

にわたり，早生種のコシヒカリと中生種のクサブエ

を用い4月1日から6月18日まで9回播種して検討

　した。

2　出芽は4月20日から5月50日播踵が良好であり，

早播は出芽の温度不足，晩播は梅雨期の過湿のため

に劣った。出芽日数は4月1日播は52日，4月20日

播は22日，6月8日播は7日で早播ほど長日数を要

　した。

5　出穂，成熟期は4月1日～4月50日播までは播種

期による出穂差が少なく以後の播種は大きかった。

4　収量構成要素は播種がおくれると㎡当り頴花数，

登熟歩合の低下が大きかった。

5　収量は4月1日～4月20日播腫が高く，これは平年

　の平均気温150C内外である。なお高温年次では播

　種期巾が広く5月20日播種まで収量高く，晩播は梅

　雨期の降雨のために発芽苗立が不安定である。
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1　緒
言
　水稲直播栽培は戦後麦間直播を中心に試験研究が実
施され，本県でも昭和17年より昭和27年まで品種等を
中心に試験研究が行なわれたが，一般には雑草の発生
ケラの被害，発芽むら等による補植に労力を要するな
どのために，余りその普及を見ずして衰退した。
　戦後人口増加により米の増産が重要視され，昭和28
年より水稲早期栽培の研究が進められ，これが革新技
術として普及されて以来，米の収量増加が目立ってき
た。そして結局は集約的栽培が行なわれてきた。
　近年経済の高度生長のために，農村労働力の他産業
への移行が目立って多くなり，田植時の労賃は年毎に
値上りを示し容易に人手が得られなくなり，省力技術
が経営合理化の面から強く要望されてきたので、再び
水稲直播栽培が新しい観点から検討されてきた。他方
除草剤，農薬，農業機械等の開発利用により直播栽培
を一・層有利にした。
　乾田直播栽培の播種期は，その地方の気象条件や品
種，前作の関係，労力などによっていちぢるしく異な
るが，稲の生育期の出発点であって，その遅速は生育
収量にすこぶる関係を有している。
　一般に水稲の種子が発芽するためには10QC以上の温
度が必要といわれており、理論的には発芽温度に達す
れば播種してよいわけである。
　出芽苗立を安定にし雑草防除，作付体系，機械化作
業体系を組立て経営の合理化の上からも播種適期を知
ることが必要である。
　かかる意味から本研究を進め1961〜1962年において
検討し一応の結論を得たのでその結果を報告する。
H　試験方法
1　試験年次　1961〜1962
2　試験圃場　栃木農試本場水田，洪積層埴壌土，比
　較的排水良好
3　耕種概要　12月中旬ロータリー耕で耕深15�pに耕
　起，砕土を行ない，均平はテイラーにスパイタハ
　ローで行なった。播種密度は畦巾50�p，株間5�p
　　1株5粒播，5葉期に1本立（〆当り111株）施
　肥量はa当りN，P205，K20各1，05kgを化成肥
　料（4，10，10）で用い堆肥75kgでP205，K20
　は播肥に，Nは25％は播肥，50％入水時，25％穂
　肥に施した。1962年は三要素1．27kgを使用した他
　前年に同じ。
4　一区面積及区制　一区　17�u　2連制
5　試験区の構成
　　コシヒカリ（早生）及びクサブエ（中生）を用
　い，播種期を1961年は4月1日から5月20日に10
　　日間隔に6回，1962年は前年に加え6月18日まで
　　9回で実施した。
皿　試験経過概要
　1961は発芽及びその後の生育は良好に組過したが，
入水後（4〜5葉期入水）3週間頃茎葉黄変した。梅雨
のため徒長軟弱の生育を示したので間断かんがい，中
干しを行なった。コシヒカリに倒伏がみられた他は障
害はなかった。
　1962は6月の晩播が過湿のため発芽が劣ったこと
と，6月18日の降電により茎葉の裂傷切損をうけた
が，その後の好天候により回復した他は，前年とほぼ
同様であった。
W試験結果
1　地下水及ぴ土壌水分
　地下水位は4月下旬〜5月中旬は45〜25cmであっ
たが，入水以降8月下旬までは5〜10�pであった。
土壌水分は第1図に示すごとく播種後5月中旬頃ま
では48％前後が以降は50％以上となった・地下10cm
は地下5�pより1〜L5％高いことが認められた。
2　出芽，苗立ち
　出芽及び成苗歩合は第1表に示すごとく4月1日，
10日の早播はやや劣り4月20日後とくに5月乙O日播
は良好であったが，6月8日，18日の播種は梅雨期
の降雨のために発芽不良であった。
　播種より出芽までの日数は4月1日播は4週間余，
4月20播は約5週間，6月8日播は約1週間で早播
き程出芽に長期間を要した、
�



